


【約数倍数】

　　次の問いに答えよ。

　の約数をすべて求めよ。

　の正の倍数を小さいものから個求めよ。



【正の約数】

　　次の数の正の約数をすべて求めよ。また，正の約数の個数を求めよ。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　



【倍数であることの証明】

　　， は整数とする。次のことを証明せよ。

　， がの倍数ならば， はの倍数である。

　，がの倍数ならば， はの倍数である。



【倍数の判定法】

　　次の数は，，，，，，，のうち，どの数の倍数になるか答えよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　一の位の数がわからない桁の自然数□が，の倍数であり，の倍数でもある

とき，一の位の数を求めよ。



【素因数分解と平方根】

　　次の問いに答えよ。

　 が自然数になるような最小の自然数 を求めよ。

　



が自然数となるような最小の自然数を求めよ。



【等式を満たす整数，の組】

　　次の関係を満たす整数，の組をすべて求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　



【最大公約数と最小公倍数】

　　次の整数の最大公約数と最小公倍数を求めよ。

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　，，
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　　は正の整数とする。との最小公倍数がであるようなをすべて求めよ。

　　は自然数とする。はの倍数であり，はの倍数であるとき，

はの倍数であることを証明せよ。



【除法の性質】

　　， は整数とする。をで割ると余り， をで割ると余る。次の数をで

割ったときの余りを求めよ。

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　



【最大公約数と最小公倍数からの２数の決定】

　　最大公約数が，最小公倍数がであるつの自然数，の組をすべて求めよ。

ただし，とする。



【倍数であることの証明】

　　次のことを証明せよ。

　　　連続するつの偶数の乗の和からを引いた数は，の倍数である。



【剰余類】

　　 は整数とする。次のことを証明せよ。

　　　　　　　  をで割ったときの余りは，ではない。
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

【ユークリッドの互除法】

　　次のつの整数の最大公約数を，互除法を用いて求めよ。

　，　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　



【１次不定方程式】

　　次の等式を満たす整数，の組をつ求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　次の方程式の整数解をすべて求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　

　

【１次不定方程式の応用】

　　で割ると余り，で割ると余るような自然数のうち，桁で最小のものを求

めよ。

整数の性質③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　　次の等式を満たす自然数，の組をすべて求めよ。

　　　　　　

【循環小数】

　　次の分数を小数で直せ。循環小数は，のような表し方で書け。

　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　分数



を小数で表したとき，小数第位の数字を求めよ。

　　次の分数のうち，有限小数で表されるものを丸で囲め。

　　　　　　　　



，



，



，



，



，






【 進法進法】

　　次の数を進法で表せ。

　
 

 　　　　　　　　　　　　　　　
 



　　　　　　　

　
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　
 



　　次の数を進法の小数で表せ。

　
 

 　　　　　　　　　　　　　　　
 



　　　　　　　

【進法 進法】

　　次の進数を　内の表し方で表せ。

　　進法　　　　　　　　　　　　　　　進法　　　　　　

　　進法　　　　　　　　　　　　　　　進法　

　　次の進数を　内の表し方で表せ。

　　進法　　　　　　　　　　　　　進法　
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